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緒 言

気道異物あるいは,消 化管異物は,日 常診療

でしばしば遭遇する.

気道または,消 化管に2個 以上の異物を認める

重複異物は,比 較的稀である.

我々は,今 回,気 管支と食道に分離 した画鋲

の重複異物症例を経験した.併 せて,岡 山大学

耳鼻咽喉科学教室における過去10年 間の気道,

食道異物症例について統計的観察を行なったの

で報告する.

症 例

患者: 54歳,男 性

初診:昭 和59年4月27日

主訴:画 鋲誤嚥

既応歴:著 変なし

現病歴:昭 和59年4月27日,午 前11時30分 頃,

窓に虫よけの網 を画鋲で留めようとして,口 中

に画鋲を数個含み,は しごを登る途中で思わず

飲みこみ,一 時的に喉の疼痛をおぼえた.そ の

後,頚 部の刺すような痛みが続 くので近医を受

診し,食 道異物を疑われ当科へ紹介された.経

過中,咳 嗽発作は否定していた.当 科でも食道

異物を疑い胸部X-P(図1)お よび腹部X-P(図

2)を 撮ったところ画鋲 と思われる異物陰影を

認めた.す でに食道異物は,胃 内に落下 してい

た.胸 部 に停留 している異物の介在部位は,食

道 と異な り,右 主気管支であった.

直 ちに,全 身麻酔下 にて, ventilation bron-

choscopyを 施 行 し,右 主気管支 に介在 してい る

画鋲 を認め,異 物鉗子で摘出 した.

胃内の画鋲は, 2日 後 の4月29日 に,排 便時

に自然排泄 された.

統 計 結 果

昭和49年 よ り,昭 和58年 までの10年 間の当教

室にお ける気道および食道異物症例の統計観察

を行 なった.

1.年 度 お よび性別分類(表1)

食道 異物 は,男44例,女40例 の計84例,気 道

異物 は,男30例,女17例 の計47例 で あった.食

道異物 は1.1:1の 割合で 男性 に多 く,気道異物

は1.8:1の 割 合で男性 に多 く認め られた.来 診

時すで に異物が 胃内に落下 していた ものは9例

あった.

2.年 令 分布(表2)

異物 症例は, 3歳 以 下で圧倒的に多か った.

 3歳 以 下で 占め る割合は,異 物全体では, 131例

中70例(53%)で,食 道異物では, 84例 中30例

(36%),気 道 異物では, 47例 中40例(85%)と

顕 著であった.
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図1　 胸部X-P

右気管支異物陰影を認める.

図2　 腹部X-P

胃内に落下 した異物陰影 を認める.

表1.年 度 および性別分類

3.異 物 の種類 と年令

食道異物(表3)で は, 84例 中,貨 幣が38例

(45%)と 最 も多 く,以 下骨11例(13%),義 歯

10例(12%),肉 片8例(9.5%), PTP 8例(9.5

%)の 順 で多 くみられた.

年 令 との関係 では,幼 小 児,特 に3歳 以下で

は貸幣が多 く, 40歳 以上では,骨,義 歯,肉 片,

 PTPが 多 くみ られた.

気 管支異物(表4)で は,植 物性 と非植物性

とに大別す ると,植 物性異物が34例(85%)を

占め,ピ ーナツを主体 とす る豆類であった.ピ

ーナツは25例(60%)あ り
, 3歳 以 下で21例 と

全体 の50%,ピ ーナ ツ症例の84%を 占めていた.

4.異 物 の介在部位 と種 類

食道異物(表5)で は,第1狭 窄部位が55例

(68%)と 最 も多 く,第2狭 窄部位 は17例(21%),

第3狭 窄部位は9例(11%)で あ った.

貨幣は38例 中30例(79%)が 第1狭 窄部位 に

介在 していた.

気 管支異物(表6)で は,左 気管支25例,右

気管支11例 と左側 に多 く介在 していた. 3歳 以

下 では,左 側23例,右 側10例 で あった.

5.重 複 異物(表7)
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表2.年 令別分類

表3.食 道異物の種類,年 令

表4.気 管支異物の種類,年 令,介 在部位 表5.食 道異物の種類と介在部位
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表6.気 管支異物の介在部位と症例数

同時に2個 以上の異物 を認めた重複異物症例

は,過 去10年 間 に2例 あった. 2例 と も食道異

物で,貨 幣 が2枚 介在 していた.

考 按

食道,気 道異物に関す る統計報告 は,従 来 よ

り数 多 く行 われている.

我 々の統計 について総 括 してみると,男 女比

においては,気 道異物,気 管異物 ともに男性 に

多 く,年 令分布でみると,両 異物 とも, 3歳 以

下の幼小 児に圧倒的 に多かった.

異物 の種類についてみる と,気 道異物 では貨

幣が 多く,気 道異物では,ピ ーナツが多かった,

これ らの結果は,諸 家の報告通 りの傾 向であっ

た.

介在部位 については,気 道異物では,従 来の

報告の如 く第1狭 窄部位 に最 も多かった.

気管支異物の場合は,右 気管支異物が11例,

左 気管支異物が25例 であ り, 3歳 以下でみても,

右 側 が7例,左 側が14例 と1:2の 割 合で左側

に多 くみ られた.

気 管支異物の介在側 については,従 来 より右

側 に多いと言われてお り1),2), Jackson3)は,そ の

理由 として,主 に左右両気管支の解剖学的差異

を挙げている.

しか し,左 気管支 に介在す る異物が多いとの

報告 もあ り,成 人では,右 側に多いが,乳 幻児

では,左 側に多い傾 向を指摘 している4),5).また

右 側に多いとする統計で も,小 児では,著 明な

差 はみ られない とす るもの もある6),7).

貨幣 の 重複食道異物 につ いての 報告例 は多

い8)～11).貨幣 異物中に占め る重複異物の頻 度は

笹木に よる と130例 中7例(5.4%),山 川 による

と420例 中4例(0.9%)12),山 本6)に よ ると296例

表7.重 複 異物の年度,年 令,性,異 物の種類,数,介 在部位

中8例(2.7%),我 々の統計では, 38例 中2例

(5.26%)で あ った.

貨 幣の重複異物症例は,ほ とん ど例外 なく幼

小 児である.成 人において,重 複 異物 となるの

は故意に嚥下 した場合 に多 く,自 殺遂行者例13),

囚 人例14),15)にみ られる.

気 道の重複異物の報告 は少な く,坂 田16),山 本

らの気管支 重複異物症例 にみ られ るに過 ぎな

い.頻 度につ いての詳細は不明であるが,山 本6)

に よ ると気管 ・気管支 異物28例 中2例(7%)

あ った.我 々の統計では,気 管,気 管支の重複

異物症例は経験 されず,消 化管 に比 して稀 と思

われ る.

食道 と気道に分離 して重複異物 とな り,主 と

して,気 管支 異物が問題 となった本例 のような

報告は,文 献 的には幼児の左気管支,胃 内の小

石異物症例18)に1例 認め られ るだけで あ り,極

めて稀 と思われる.気 道 と食道 に重複 して介在

す る異物の問題点は,誤 診である. X-P上 胃部

に異物陰影があ り,気 管支 の中枢側 にも異物陰

影が認め られる場合,こ れを食道異物 と誤診す

る可能性があ り,特 に本例 の如 く,異 物が小 さ

く,経 過中咳嗽発 作を認めない場合 は尚更であ

る.

結 語

気管支 と食道に分離 した画鋲の重複異物症例

と過去10年 間の気道,食 道異物症例 について報

告 し,気 道 ・食道 の重複異物について文献的考

察 を行なった.

本論文の要旨は昭和59年11月9日,第36回 日本気

管食道科学会総会において講演発表 した.
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Duplicate foreign bodies in the airway

 and gastrointestinal tract: Report of a case

Michio SUEHIRO, Setsuo UEDA, Motomasa ISHIHARA,

 Takao TOMOTSU, Hiroshi OKAMOTO, Shuji TASAKA,

 Shintaro TAMURA, Masayuki NANBA, Yu MASUDA

 and Yoshio OGURA

Department of Otolaryngology, Okayama University Medical School

(Director: Prof. Y. Ogura)

A case of having two or more foreign bodies simultaneously in the airway and

 gastrointestinal tract is rare. The authors reported a case of two foreign bodies. A 
54-year-old man who carelessly swallowed thumbtacks visited our clinic. An X-ray 
examination revealed thumbstack in the right bronchus and another in the stomach. The 

former was removed with a ventilation bronchoscope, and the latter was excreted 
spontaneously 2 days later. The authors have experienced 84 cases of esophageal foreign 

bodies and 47 cases of tracheobroncheal ones in the last 10 years. Cases of foreign bodies 
in both locations showed a higher frequency in males, and the majority of the cases were 
of children 3 years old or less. Coins were the most common esophageal foreign body, and 

peanuts were most common tracheobroncheal foreign body.
The most frequent location of the foreign bodies was the cervical constriction in cases 

of esophageal foreign bodies, being twice as frequent as the right bronchus. Two cases of 
multiple foreign bodies have been treated in our clinic, and both of them were of 2 coins 
in the upper esophagus.


